
有償アドオン「VSReports®」を利用することで、VarSeq®でフィルターしたバリアントデータに対して、OMIMデータベースに
登録されている疾患情報とリンクさせたレポートを出力することが可能になります。レポートには、ラボ情報やサンプル情報、さ
らに自身のコメントや臨床的解釈の情報なども含めることが可能で、変異データセットを、Primary Findings（主要所
見）とIncidental Findings（偶発所見）に分けて記載することができます。レポートには、疾患情報の出典論文のリスト
も含まれ、根拠となる論文を容易に探し出すことができます。

【ACMGガイドラインのサポート】
VSReports®には、ACMGガイドラインに基づいたレ

ポートテンプレートが搭載されています。テンプレートは、遺
伝性疾患とがんのものがあり、両方とも無料で使用できま
す。

【レポートテンプレートのカスタマイズ】
レポートは、ラボで使用している他の文書とマッチするよう
に、デザインを変更することができ、さらにバリアントデータに
アノテーション付けされた、任意のアノテーション項目をレ
ポートに含めるようにカスタマイズを行うことも可能です。

【ファイル出力】
レポートは、HTMLドキュメントとして作成され、1クリックで
PDFファイルとして出力が可能です。

【OMIMとの連携】
遺伝子と表現型の関連情報をまとめたデータベース

「OMIM」のアノテーションリソースを使用し、データベースに
含まれるメンデル性疾患と15,000以上の遺伝子情報を、
遺伝子レベル、バリアントレベルでレポートに記載すること
ができます。
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